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主成分分析 (2)

L10-Q1
Quiz解答:主成分分析
固有値は 3/2, 1, 1/2, 固有ベクトルは
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2 x1, x2, x3 の分散が 1なので, 5
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4 寄与率は, 3/2
3/2+1+1/2 = 1

2 ,
1
3 ,

1
6 . 累積寄与率は, 1

2 ,
5
6 , 1.
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ブートストラップ法

L11-Q1

Quiz(不偏推定量)

母分布から標本 X1, · · · , Xn を抽出した.

1 標本平均値 X = 1
n(X1 +X2 +X3 +X4 + · · ·+Xn) は母平均値の不

偏推定量か. バイアスを求めよう.
2 ひいきありの標本平均値 X

′
= 1

n(2X1+0 ·X2+X3+X4+ · · ·+Xn)
は母平均値の不偏推定量か. バイアスを求めよう.

3 標本分散 S
2
= 1

n [(X1 −X)2 + · · ·+ (Xn −X)] は母分散の不偏推定
量か. バイアスを求めよう.

4 ひいきありの不偏標本分散 S
2
= 1

n [(X1 −X
′
)2 + · · ·+ (Xn −X

′
)]

は母分散の不偏推定量か. バイアスを求めよう.

樋口さぶろお (数理・情報科学課程) L11 ブートストラップ法 理論物理学特論 (2021) 3 / 4



ブートストラップ法

L11-Q2

Quiz(ブートストラップ法)

(理解チェックのための不自然なブートストラップ標本です)
標本で, 推定量 θ̂ = 10 となった. B = 20 ブートストラップ標本で, 推定
量 θ̂∗ は, 大きさの順に,
8, 8, 11, 11, 11, 11, 11, 11, 11, 11, 11, 11, 11, 11, 12, 12, 12, 12, 12, 12
となった.

1 バイアスを求めよう.
2 バイアス修正を行った推定値を求めよう.
3 標準誤差を推定しよう.
4 α = 0.1のブートストラップ基本区間推定を行おう.
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